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返えさせ、盃(一般に A)のように見える時間間隔 tAと顔(一般に B)のよう
に見える時間間隔 tBそれぞれの分布のヒストグラムをつくると、よい近似でガ





f(t) = sαt a-l exp(田 st)/ rcα) (α> 0) (1・1)
rcα)はガンマ関数である。図2に、 s=2と置き、 α= 1、2、3、4 と置いた
ときの氏。を示す。 なお、 [2]のFig.1， [3]の図2には α=4.，45， s = 3.74 S-lと α

































































図 3(aI)は OAからニューロン群 A に送られるインパルス束の列を示す。ま
ずニューロン群 A の興奮が起ったとし、その興奮の持続する時間帯を(a2)の縦
縞の領域で示す。 Aの興奮の関値を町、 Bの関値をnBと記す。図 3(al)にはnA=
4、(bl)にはnB= 3の伊jを示す。 (bl)に示すように、 Aが興奮している間にBへ
のインパルス入力は蓄積され、 Bの興奮が始まる (b2)。ここで、 Aは Bを抑
制しようとし、 BはAを抑制しようとするが、興奮の初期での抑制が強いと仮
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Wn = [N!/{(N-n)! n!}]p¥lてpf-n (2-2) 
となる。 nはNに比べて非常に小さいとすると、 N!I(N.n)!= J.rと近似でき、 (2酬
2)式は
Wn = (N'/n!) pl1(l_p)N-n (2帽3)







となる。 Nが充分大きければ{l・ <n>/N}Nは exp(-くn>)で近似できるので¥(2-4)
は
Wn = (N"/n!) (<n>n/λt') exp(咽<11>)
= (1/n1)くn>l1exp(パn>) (2・7)
となる。 1!はガンマ関数でF(n+ 1)と書ける。 (2・t)と (2・めからは
くn>=均ヮ=WT ~~ 
となる。これを (2.7)に入れると、 ((2帽 1)の少し上での注意したように、 WfI
はn詮 1の場合を考えているから、このことを合わせて)、















Wa-1= s α"'lt a-








いる。 Wa-l~ごついて同様の積分をすると (2-13) によって積分は 1!ß となる。
この穣分はnに依存しないから、 n出 lの場合を考えると、積分はインパルス束





一般の教科書に載っているガンマ分布は、 (1-1):式にも示したように、 α>0 
で定義されている。従って、実験家がしきために従って、時間インターパル t
の分布がガンマ分布で表わされることを前提にしてデータ整理を行う場合、日立
1の場合もα が 2以上の場合と同等に考えるととになる。 [2，3]でもそのよう
な考えでデータの解釈がなされ、 αのヒストグラムでα=1でもピークが現れ
ることが期待された。しかしながら、問の Fig.3 または問の関 4に示されて
いる αの出現頻度のヒストグラムでは、 α盟 2，3， 4 (n = 1. 2、3)で明瞭な






ユーロン群の興奮が起きないから、 n= 0に対する輿奮の確率は 0である。 (2田
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